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【
契
約
が
好
調
な
理
由
と
は
】

　本
年
度
、
町
有
林
の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
契
約
量
が
大
幅

に
伸
び
、
単
年
で
の
契
約
量
が
６
０
０
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
２

を
超
え
る

な
ど
、
契
約
量
が
好
調
な
理
由
と
し
て
は
、
Ｊ‐

ク
ッ
レ

ジ
ッ
ト
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
が
機
能
し
始
め
た
こ

と
も
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
、
山
陰
合
同
銀
行
と
鳥
取

銀
行
の
二
行
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、

山
陰
合
同
銀
行
生
山
支
店
の
三
鴨
支
店
長
は
「
企
業
の
環
境

貢
献
へ
の
意
識
も
高
ま
る
な
か
、
地
方
銀
行
の
地
域
に
根
ざ

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
日
南
町
と
縁
の
あ
る
県
外
企

業
と
の
契
約
を
仲
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　地
方
銀
行
と
の
連
携
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
道
の
駅
の

取
組
み
と
と
も
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
課
題
】

　本
町
の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
期
限
は
２
０
３
０
年
度

末
と
な
っ
て
お
り
、
道
の
駅
の
活
用
分
を
見
込
ん
だ
後
の
販

売
可
能
量
は
、
約
３
，
０
０
０
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
２

と
推
測
し
て
い
ま

す
。
本
年
の
販
売
は
と
て
も
好
調
で
し
た
が
、
今
後
も
年
間

３
０
０
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
２

程
度
の
販
売
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
は
、
寄
附
金
と
し
て

「
損
金
算
入
」
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
税
務
上

の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
事
業

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
々
と
と
も
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
が
、
地
球
温
暖
化
の
進

行
に
よ
っ
て
、
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
次
の
世
代

が
、
町
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
満
喫

で
き
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
取
り
組
み
開
始
か
ら
６
年
、

そ
の
取
組
み
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。

特   集

　日
南
町
の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
契
約
が
大
幅
に

伸
び
て
い
ま
す
。
年
々
、
認
知
度
が
あ
が
っ
て
い
る

こ
と
が
追
い
風
と
な
り
、
本
年
度
は
、
販
売
件
数
、

販
売
量
と
も
に
過
去
最
高
の
数
値
を
更
新
し
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
見
て
も
数
少
な
い
成
功
例
と
し
て
注

目
を
集
め
る
町
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

【
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
？
】

　Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、
森
林
経
営
の
取
組
み
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
に
よ
る
二
酸
化
炭
素(

Ｃ
Ｏ
２)
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
や
排
出
削
減
量
を｢

ク
レ
ジ
ッ
ト

(

信
用
販
売)

」
と
し
て
国
が
認
証
す
る
制
度
で
す
。

　町
で
は
、
平
成
25
年
３
月
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
（
森
林
の

環
境
保
全
・
生
態
系
に
配
慮
し
、
経
済
的
に
も
持
続
可
能

な
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
を
国
際
的
に
認
証
す
る
制

度
）
を
受
け
て
い
る
町
有
林
に
お
い
て
、
間
伐
地
を
対
象
と

す
る
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
（
当
時
、
Ｊ‐

Ｖ
ｅ
ｒ
）
を
６
，
６

０
４
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
２

取
得
、
同
年
９
月
、
日
南
町
森
林
組
合
も
同

様
に
９
，
８
２
６
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
２

の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
（
平
成
31
年
１
月
末
現
在
）
の
町
の
Ｊ

‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
量
は
、
６
１
５
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
２

、
販
売
額

は
５
，
３
１
４
千
円
、
販
売
を
開
始
し
て
か
ら
の
累
計
は
、

販
売
量
１
，
２
７
８
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
２

、
販
売
額
１
１
，
１
７
８
千

円
と
な
り
、
町
で
は
、
生
態
系
の
保
全
、
新
植
の
補
助
、
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
支
援
と
い
っ
た
林
業
振
興
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
町
は
購
入
い
た
だ
く
こ
と

で
、
森
林
に
関
す
る
事
業
に
必
要
な
予
算
が
確
保
で
き
、
購

入
さ
れ
た
企
業
等
は
、
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
企
業
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
制
度
と
い
え
ま
す
。

Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
っ
て
何
？

【
二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
の
道
の
駅
】

　平
成
28
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日

野
川
の
郷
」
で
は
、
販
売
す
る
商
品
に
１
品
１
円
の
森
林
支

援
協
力
金
を
付
し
、
町
所
有
の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
、

ま
た
、
施
設
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

に
つ
い
て
は
、
町
所
有
の
Ｊ

‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
相
殺
し
、
全
国
初
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

ゼ
ロ
の
道
の
駅
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
道
の
駅
を
利
用
す
る
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
環
境
貢
献
の
仕
組
み
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

年度 町のＪ－クレジットの主なあゆみ
平成24

平成25

平成26

平成28

平成29

平成30

・日南町有林のＪ－クレジットを取得（認証量6,604ｔ）

・町森林組合がＪ－クレジットを取得（認証量9,826ｔ）
・山陰合同銀行、鳥取銀行と地域コーディネーター契約
・㈲江府技研コンサルタント、㈱赤松産業と初の売買契約

・㈱グリーン・シャインと売買契約（初の町内企業との契約）

・道の駅「にちなん日野川の郷」がオープン。
　「寄付型オフセット」によるCO2排出ゼロの道の駅

・㈱ケイズとの契約で累計販売量が500ｔを突破

・㈱プラスエム設計との契約で累計販売量が1,000ｔを達成
・㈱内田スプリング製作所と過去最大量(125t)の売買契約
・㈱ヒノコンサルタント、ダイハツマリーナ(有)大栄自動車
　との契約で単年での契約量500ｔを達成。

㈱内田スプリング製作所との調印式
（H30.９.５）

岡三リビック㈱との調印式
（H30.12.21）

道の駅にちなん日野川の郷のカーボン･オフセット

平成29年度森林支援協力金
214,406円
※日南町J-クレジット

約26.8t分の温室効果ガス吸収量です。

年度 企業名等 年度 企業名等

月　別 森林支援協力金 CO2トン数換算

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

第64回全国植樹祭鳥取県実行委員会
㈱赤松産業
㈲江府技研コンサルタント①
カーボンフリーコンサルティング㈱
㈱グリーンシャイン
三菱ＵＦＪリース㈱①

㈲江府技研コンサルタント②
米子市役所
㈲森和
三菱ＵＦＪリース㈱②
グリーンプラス㈱①
エコファームHOSOYA
㈲今松工務店①
カルビー㈱

㈱米子マツダ
堀田石油㈱
㈱ケイズ①
グリーンプラス㈱②
ローソン生山支店

㈱ケイズ②
三菱ＵＦＪリース㈱③
㈲大柄組

㈱日南清掃
㈲日南葬祭センター
㈱大協組
㈱島津組
ＳＢパワー㈱①

㈲江府技研コンサルタント③
㈱米子化成
㈱アート建工
ＳＢパワー㈱②
㈱パセオ
㈲大生建設
㈱ケイズ③
㈱プラスエム設計
㈲岡島水産
カルネコ㈱
㈱内田スプリング製作所
㈱内田スプリング大山工場
㈱ヒノコンサルタント
ダイハツマリーナ㈲大栄自動車
岡三リビック㈱
㈲今松工務店②

※太字は町内企業

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　役
場
農
林
課

　林
政
室

　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２―

１
１
１
４

4月分
5月分
6月分
7月分
8月分
9月分
10月分
11月分
12月分
1月分
2月分
3月分
合　計

2.4t-CO2
3.0t-CO2
2.1t-CO2
3.0t-CO2
4.1t-CO2
2.6t-CO2
2.9t-CO2
2.5t-CO2
1.4t-CO2
0.8t-CO2
0.7t-CO2
1.4t-CO2

26.8t-CO2

19,168円
23,615円
16,543円
24,090円
32,732円
20,593円
23,151円
19,637円
11,556円
6,618円
5,795円
10,908円
214,406円 ※本町では１t-CO2＝8,000円で販売

（敬称略）
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８
千

円
と
な
り
、
町
で
は
、
生
態
系
の
保
全
、
新
植
の
補
助
、
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
支
援
と
い
っ
た
林
業
振
興
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
町
は
購
入
い
た
だ
く
こ
と

で
、
森
林
に
関
す
る
事
業
に
必
要
な
予
算
が
確
保
で
き
、
購

入
さ
れ
た
企
業
等
は
、
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
企
業
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
制
度
と
い
え
ま
す
。

Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
っ
て
何
？

【
二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
の
道
の
駅
】

　平
成
28
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日

野
川
の
郷
」
で
は
、
販
売
す
る
商
品
に
１
品
１
円
の
森
林
支

援
協
力
金
を
付
し
、
町
所
有
の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
、

ま
た
、
施
設
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

に
つ
い
て
は
、
町
所
有
の
Ｊ

‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
相
殺
し
、
全
国
初
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

ゼ
ロ
の
道
の
駅
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
道
の
駅
を
利
用
す
る
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
環
境
貢
献
の
仕
組
み
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

年度 町のＪ－クレジットの主なあゆみ
平成24

平成25

平成26

平成28

平成29

平成30

・日南町有林のＪ－クレジットを取得（認証量6,604ｔ）

・町森林組合がＪ－クレジットを取得（認証量9,826ｔ）
・山陰合同銀行、鳥取銀行と地域コーディネーター契約
・㈲江府技研コンサルタント、㈱赤松産業と初の売買契約

・㈱グリーン・シャインと売買契約（初の町内企業との契約）

・道の駅「にちなん日野川の郷」がオープン。
　「寄付型オフセット」によるCO2排出ゼロの道の駅

・㈱ケイズとの契約で累計販売量が500ｔを突破

・㈱プラスエム設計との契約で累計販売量が1,000ｔを達成
・㈱内田スプリング製作所と過去最大量(125t)の売買契約
・㈱ヒノコンサルタント、ダイハツマリーナ(有)大栄自動車
　との契約で単年での契約量500ｔを達成。

㈱内田スプリング製作所との調印式
（H30.９.５）

岡三リビック㈱との調印式
（H30.12.21）

道の駅にちなん日野川の郷のカーボン･オフセット

平成29年度森林支援協力金
214,406円
※日南町J-クレジット

約26.8t分の温室効果ガス吸収量です。

年度 企業名等 年度 企業名等

月　別 森林支援協力金 CO2トン数換算

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

第64回全国植樹祭鳥取県実行委員会
㈱赤松産業
㈲江府技研コンサルタント①
カーボンフリーコンサルティング㈱
㈱グリーンシャイン
三菱ＵＦＪリース㈱①

㈲江府技研コンサルタント②
米子市役所
㈲森和
三菱ＵＦＪリース㈱②
グリーンプラス㈱①
エコファームHOSOYA
㈲今松工務店①
カルビー㈱

㈱米子マツダ
堀田石油㈱
㈱ケイズ①
グリーンプラス㈱②
ローソン生山支店

㈱ケイズ②
三菱ＵＦＪリース㈱③
㈲大柄組

㈱日南清掃
㈲日南葬祭センター
㈱大協組
㈱島津組
ＳＢパワー㈱①

㈲江府技研コンサルタント③
㈱米子化成
㈱アート建工
ＳＢパワー㈱②
㈱パセオ
㈲大生建設
㈱ケイズ③
㈱プラスエム設計
㈲岡島水産
カルネコ㈱
㈱内田スプリング製作所
㈱内田スプリング大山工場
㈱ヒノコンサルタント
ダイハツマリーナ㈲大栄自動車
岡三リビック㈱
㈲今松工務店②

※太字は町内企業

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　役
場
農
林
課

　林
政
室

　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２―

１
１
１
４

4月分
5月分
6月分
7月分
8月分
9月分
10月分
11月分
12月分
1月分
2月分
3月分
合　計

2.4t-CO2
3.0t-CO2
2.1t-CO2
3.0t-CO2
4.1t-CO2
2.6t-CO2
2.9t-CO2
2.5t-CO2
1.4t-CO2
0.8t-CO2
0.7t-CO2
1.4t-CO2

26.8t-CO2

19,168円
23,615円
16,543円
24,090円
32,732円
20,593円
23,151円
19,637円
11,556円
6,618円
5,795円
10,908円
214,406円 ※本町では１t-CO2＝8,000円で販売

（敬称略）



 広報にちなん 31.3月　  4

361

福祉保健課
地域包括支援センター
保健師

辻本　彩乃

　緊
急
時
や
災
害
時
に
備

え
、
希
望
者
に
日
南
安
心

キ
ッ
ト
の
設
置
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
日
南
安
心
キ
ッ
ト

は
医
療
に
関
す
る
情
報
や
緊

急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し

て
、
所
定
の
容
器
に
入
れ
て

冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
い
た
だ

き
、
す
み
や
か
な
支
援
に
役

立
て
る
物
で
す
。
救
急
医
療

の
現
場
で
は
、
独
居
高
齢
者

世
帯
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
、
必
要
な
医
療
情
報
が
的

確
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
、

救
命
の
大
き
な
弊
害
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
生
存
率
を
高

め
る
た
め
に
は
、
既
往
症
や

服
用
薬
な
ど
の
情
報
を
、
医

療
現
場
に
正
確
に
早
く
伝
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　キ
ッ
ト
の
活
用
と
し
て
、

救
急
隊
員
な
ど
関
係
者
が
ご

自
宅
に
入
っ
た
と
き
、
冷
蔵

庫
に
シ
ー
ル
が
張
っ
て
あ
れ

ば
、
冷
蔵
庫
か
ら
キ
ッ
ト
を

取
り
出
し
、
病
院
へ
の
搬
送
や

医
療
機
関
へ
連
絡
を
し
ま
す
。

○
キ
ッ
ト
の
内
容

１
．
保
管
用
の
容
器…

医
療

情
報
等
を
記
載
し
た
用
紙
を

入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま

す
。

　　　　生活支援ボランティア
養成講座を開催しました
　日南町では、地域住民同士が見守りや支え合いを行うことで、安心、安全に暮
らせる地域を目指し｢生活支援ボランティア養成講座｣を平成22年から開講してい
ます。
　今年度は石見地域振興センターを会場に11月に４回シリーズで｢生活支援ボラン
ティア養成講座」を開催しました。養成講座の中でボランティアの実際の活動につ
いて塩見清子さん（上石見）に報告をしていただきました。主に住民主体のつどいでの活動内容についてでした
が、つどいの運営は、皆さんの意見を聞きながら皆で一緒に楽しく取り組みを行っているという言葉が印象的で
した。養成講座の参加者の声をアンケートよりご紹介します。
◆｢自分なりに出来ることをやりたいと思います」
◆｢一人で頑張らず皆で活動する、そういう気持ちが大切と感じた」
◆｢身近なところで隣近所の方と支え合いながら見守り活動を続けていきたいと思います｣
などたくさんのご感想･ご意見を頂きました。今後の事業活動に活かしていきたいと思
います。今年度は新たに11名の方が全講座を受講され、登録をしていただきました｡
平成30年12月時点で
修　了　生　117名（64歳以下27名）（男性：26名　女性：91名）
活動登録者　  94名（64歳以下20名）（男性：18名　女性：76名）
になりました。生活支援ボランティア登録をされている方には、活動をハンド
ブックに記入し、報告していただいています。その中の活動内容について紹介します｡
○つどいの会場準備などお手伝い
○高齢者の方の話し相手
○隣近所への声かけや除雪など
○町内介護事業所における環境美化、窓拭き
などです。また、来年度も継続して養成講座を開催していきますので、ボランティア活動に興味のある方など
是非受講いただきますようお願いします。

生活支援ボランティア、日南安心キットに関するお問い合わせは
日南町福祉保健課･地域包括支援センターまでお願いします。 TEL８２－０３７４

２
．
医
療
情
報
等
記
載
用
紙

…

か
か
り
つ
け
医
・
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

３
．
冷
蔵
庫
扉
用
シ
ー
ル…

目
印
と
し
て
冷
蔵
庫
の
扉
に

貼
り
つ
け
ま
す
。

　日
南
安
心
キ
ッ
ト
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
が
個

別
訪
問
や
地
域
の
集
ま
り
等

に
出
向
き
、
ご
説
明
し
ま

す
。
記
載
内
容
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
予
備
の
用

紙
が
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
つ
ど

修
正
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
も
し
も
の
時
に
備
え
て

ぜ
ひ
、
日
南
安
心
キ
ッ
ト
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
南
安
心
キ
ッ
ト
（
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）
の
紹
介

〜
緊
急
時
や
災
害
時
に
備
え
て
〜

町地域包括支援センターからのお知らせ

平成30年度



Vol.120

Vol. 120

　日
本
の
林
業
は
、
伐
採
か
ら
は
じ
ま
り
、

育
て
や
す
い
杉
や
ヒ
ノ
キ
を
植
え
て
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
林
業
の
現
状
は
、
木

材
の
生
産
は
２
０
０
０
年
以
降
増
加
傾
向

で
、
木
材
価
格
は
下
げ
止
ま
り
で
、
１
本

の
木
の
価
格
が
下
が
っ
た
の
で
生
産
量
を

あ
げ
て
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
。
こ
の

２
つ
の
と
こ
ろ
に
力
を
注
い
で
対
抗
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
中
で
機
械
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
実
際
林
業
で
働
い
て

い
る
人
は
減
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
割
合

は
こ
こ
５
年
微
増
傾
向
で
す
。

　緑
の
雇
用
と
い
う
新
し
い
制
度
が
で
き

て
、
都
会
の
人
が
林
業
の
職
に
就
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
規
雇

用
者
は
、
３
，
０
０
０
人
前
後
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
資
格
を
取
る
補
助
が
国
か

ら
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

就
業
が
増
加
し
ま
し
た
。

　な
ぜ
林
業
に
お
い
て
女
性
の
就
業
者
が

減
っ
た
か
、
昔
は
木
を
植
え
た
り
木
の
枝

を
切
っ
た
り
す
る
軽
作
業
が
あ
り
女
性
が

大
活
躍
で
し
た
。
木
が
成
長
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
仕
事
が
少
し

ず
つ
減
っ
て
職
種
の
変
化
に
よ
っ
て
、
女

性
の
仕
事
が
減
っ
て
い
っ
た
状
況
が
あ
り

ま
す
。
特
に
女
性
の
方
が
都
会
で
の
求
人

が
多
い
こ
と
、
ま
た
所
得
も
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
か
ら
そ
ち
ら
に
流
れ
た
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　木
の
成
長
と
共
に
作
業
内
容
が
変
わ
り
、

林
業
機
械
の
登
場
に
よ
っ
て
重
労
働
は
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
で
も
使
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
働
く
女
性
が
増
え
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
森
林
管
理
は

Ｉ
Ｔ
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
が
重
宝
さ
れ

る
時
代
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
女
性
の

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女

性
同
士
の
つ
な
が
り
、
情
報
共
有
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
で
き
や
す

く
な
り
、
困
っ
た
と
き
の
情
報
交
換
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
え
る
こ
と
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　大
学
で
も
森
林
系
の
女
子
が
増
え
て
い

ま
す
。
自
然
環
境
を
守
り
た
い
人
が
増
え

た
こ
と
が
理
由
に
上
げ
ら
れ
ま
す
。
今
の

林
業
は
、
植
え
付
け
か
ら
機
械
の
操
作
ま

で
、
女
性
で
で
き
ま
す
。
更
な
る
林
業
に

お
け
る
機
械
化
で
、
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
の
開

発
や
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
森
林
管
理
が
急
増
す
る

こ
と
で
、
現
場
作
業
員
に
お
け
る
男
女
の

格
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
す
。
自
然

の
中
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
、

他
の
山
村
地
域
の
産
業
よ
り
も
賃
金
が
高

い
と
こ
ろ
が
魅
力
に
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
日
給
月
給
が
多
く
怪
我
や
病

気
に
よ
っ
て
、
所
得
の
変
動
が
激
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
肉
体
労
働
な
の
で

妊
娠
す
る
と
即
休
業
に
な
り
、
そ
う
し
た
時

の
収
入
の
保
障
が
今
後
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

　最
近
は
林
業
女
子
会
が
全
国
24
都
道
府

県
、
外
国
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
元
々

京
都
で
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
森

林
を
学
ぶ
学
生
さ
ん
た
ち
が
、
集
ま
っ
て

林
業
の
体
験
を
し
た
り
、
木
材
や
建
築
に
関

わ
る
人
な
ど
と
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　活
動
内
容
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
情
報

誌
の
発
行
、
グ
ッ
ズ
販
売
、
勉
強
会
、
軽

食
な
ど
お
茶
会
と
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
鳥
取
県
で
は
主
に
東
部
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
機
械
化
が
ど
ん
ど

ん
進
歩
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

林
業
の
造
林
作
業
、
苗
木
の
植
え
付
け
や

下
刈
り
は
、
重
労
働
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
パ
ワ
ー

ス
ー
ツ
が
２
０
２
５
年
に
販
売
開
始
に
な

り
ま
す
。
ま
す
ま
す
男
女
の
格
差
が
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
南
町
に
も
「
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
平
成
31
年
４
月
に
開
校

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
然
の
中
で
働

く
女
性
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
12
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
　
　
　
　
　
　の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

第
10
回
　男
女
共
同
参
画

日
南
町
役
場

　地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
専
任
教
員

　
　
　
　
　
　小
菅

　良
豪
さ
ん
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　今
回
は
中
国
料
理
（
ロ
ー
ユ
ビ
ン
・
餃

子
）
を
受
講
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
作
っ
て

交
流
を
深
め
ま
す
。
異
な
る
文
化
を
体
験

し
、
理
解
し
、
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
食
事
、
風
習
な
ど
を
体

験
し
、
お
互
い
が
学
び
合
い
ま
す
。

参
加
費
（
材
料
費
１
人
３
０
０
円
）
マ
ス

　
　
　
　ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
お

　
　
　
　持
ち
く
だ
さ
い
。

日

　時

　３
月
12
日(

火)

　
　
　
　
　
　
　
　
　18
時
30
分
〜
20
時

会

　場

　町
人
権
セ
ン
タ
ー

申

　込

　３
月
８
日
ま
で
（
先
着
15
名
）

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　人
権
セ
ン
タ
ー

　

  

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２

－

０
０
７
６

異
文
化
交
流
（
食
文
化
）

「
森
林
と
共
に
生
き
る
人
々
」

　〜
林
業
の
最
前
線
と

　
　
　
　
　ト
ナ
カ
イ
と
暮
ら
す
人
々
〜

よ
し
た
け

こ
す
が

日
南
町
下
石
見

　
　原
田

　愛
さ
ん



外国語指導助手
クラークの Happy Column

英語のポイント：Conversation

Conversationとは会話という意味で、複数形はconversationsです。由来は中期英語・古いフランス語・ラテン語と言

われていて、conversationの現在の意味は16世紀の後半から使われ始めたそうです。

◆｢

多
彩
な
趣
味
を
お
持
ち
で
す
が
、
何
を
い
つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
か
。｣

　華
道
（
未
生
流
）
を
昭
和
58
年
か
ら
習
い
始
め
ま
し
た
。
茶
道
（
裏
千
家
流
）
は
、
平
成
２
、

３
年
頃
か
ら
米
子
の
教
室
で
始
め
、
日
舞
（
峰
松
流
）
は
平
成
６
年
か
ら
、
三
味
線
は
、
平
成
７

年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

◆｢

茶
道
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何
か
あ
り
ま
し
た
か
。｣

　日
本
古
来
の
文
化
が
好
き
で
何
か
習
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
一
番
の
き
っ
か
け
は
、

お
抹
茶
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
な
が
ら
正
式
な
作
法
を
知
ら
ず
、
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
い
た
だ
き
方
だ
け
で
も
習
得
し
た
い
と
思
い
友
人
の
紹
介
で
習
い
始
め
ま
し
た
。

◆｢

茶
道
の
楽
し
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。｣

　茶
の
湯
は
一
期
一
会
の
お
も
て
な
し
で
、
お
迎
え
す
る
相
手
の
こ
と
を
思
う
心
遣
い
が
大
切
で

す
。
気
持
ち
の
い
い
時
間
を
過
ご
し
て
お
帰
り
に
な
る
ま
で
、
す
べ
て
に
お
も
て
な
し
の
心
を
表

す
よ
う
に
し
ま
す
。
お
茶
の
世
界
に
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
で
、
何
と
も
言
え
な
い
心
の
お
だ
や

か
さ
を
感
じ
ま
す
。
花
（
野
の
花
）
や
掛
軸
を
準
備
す
る
時
間
も
楽
し
い
で
す
し
、
お
茶
に
関
す

る
本
を
見
る
こ
と
も
好
き
で
す
。

　福
祉
施
設
慰
問
に
行
き
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
お
茶
を
点
て
ま
す
が
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
う
れ
し

い
で
す
。
そ
の
時
の
笑
顔
が
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

◆｢

長
く
続
け
ら
れ
、
大
変
に
思
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。｣

　そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
好
き
な
こ
と
が
で
き
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
家
族
の
理
解
と

協
力
が
あ
り
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
家
族
に
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◆｢

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。｣

　茶
道
は
敷
居
が
高
そ
う
・
・
・
作
法
が
難
し
そ
う
・
・
・
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
と
に
か
く
皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
茶
を
楽
し
み
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
強
い
の
で
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
福
祉
施
設
慰
問
活
動
を
通
し
て
み
な
さ
ん
の
笑
顔
を
見
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
習
い
事
を
複
数
続
け
て
こ
ら
れ
「
本
当
に
〝
継
続
は
力
〞
と
感
じ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が

合
わ
な
い
と
続
け
ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
」
と
も
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ご
自
身
の
努
力
と
思
い
の
深
さ
そ
し
て
家
族
へ
の
感
謝
も
強
く
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
も
の
は
、
一
生
の
心
の
宝
で
し
ょ
う
。
今
後

は
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
お
茶
、
踊
り
を
気
軽
に
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
是
非
、
ご
一
緒
に
和
の
文
化
を
楽
し
ま
れ

ま
せ
ん
か
。

（
ふ
る
里
ま
つ
り
の
芸
能
発
表
で
は
、
踊
り
を
披
露
い
た
だ
き
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

　
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
日
南
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
室
（
電
話

８
２
ー
１
１
１
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

68
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

　At the end of March, nine elementary school and 
junior high school students from Nichinan will go to 
Seattle on a school trip. They will get to interact with 
students at Kellogg Middle School in Shoreline, stay 
with host families, and experience what life is like in 
Seattle. To prepare for communicating on the trip, 
the nine students have been attending English 
conversation classes that I’ve been facilitating twice 
a week after school. 
　In these classes, we’ve been doing speaking 
activities such as having unscripted conversations in 
English and role-playing real-life situations, such as 
shopping at stores and ordering food and drink at 
restaurants. Through these activities, the students 
learn and practice effective strategies for communicating 
what they want to say with their English vocabulary. 
Through continued speaking practice, I hope that my 
students will develop confidence in their ability to 
communicate and come to feel empowered to have 
meaningful and authentic conversations with the 
people they meet in Seattle.

Examples（例）： Let’s have a conversation about what we should do while we’re in Seattle this March.

　　　　　　　　３月にシアトルにいる間に何をすべきかについて話をしましょう。

　　　　　　　　I pretty much always learn something new from my conversations with my co-workers.

　　　　　　　　同僚との会話で、よく新しいことを学びます。

　3月下旬、海外研修のため、小・中学校から児

童・生徒が９名シアトルに行きます。この研修で

は、ケロッグ中学校の学生と国際交流をしたり、

ホストファミリーの家に泊まったり、シアトルの

生活を体験したりすることができます 。この研修

で上手にコミュニケーションが取れるように、そ

の９名は私が放課後に毎週２回行っている英会話

教室に出席しています。

　英会話教室では、話す活動をたくさんしていま

す。例えば、台本なしで会話をしたり、買い物や

レストランの注文などのロールプレイをしたりし

ています。この活動を通して、英単語でどのよう

に言いたいことを伝えられるか、その方法を学ん

で、練習しています。話す練習を続けることで、

英語でのコミュニケーション能力に自信をつけ

て、シアトルで出会う人達と有意義で、生きた英

語での会話ができたらいいなと思っています。
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山
内
紀
代
美
（
多
里
）
さ
ん
に
「
茶
道
」
の
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た

ほ
う
し
ょ
う
り
ゅ
う

た



【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

「もうすぐ、新１年生」

　２月５日、

４月から日南

中学校に入学

する日南小学

校 ６ 年 生 が

「ふれあい教

室」に参加し

ました。朝か

ら中学校へ登

校し、中学校の先生による授業を受けたり、給食

を一緒に食べたりしました。６年生は、慣れない

中学校の教室で中学校時間での生活に少し戸惑い

ながら、４月からの中学校生活を少しはイメージ

できたようです。また、それぞれが希望する部活

に分かれて部活動体験を行い、どの部に入るのか

参考にしていました。３年間、しっかりと続けら

れる部活を選んでほしいと思います。

　また、２月８日には小学校入学まであと２ヶ月

となった年長児さんが「体験入学」を行い、日南

にちなん子ども応援隊だより No.70

　こんにちは。

１月も、定例的

なものの他、日

南小国語(習字)

の学習支援で多

くのボランティ

アの方にお世話

になりました。

ありがとうござ

いました。　　　　

　今回は、３学期恒例となっている「日野郡小中

学校書初め競書大会」に向けての強化練習の支援

について紹介します。ねらいは、「今までの学習

を生かして毛筆で書初めをする」、「自分が書い

た書初め作品に自分の名前を丁寧に書く」ことの

２つです。　

　対象は３年から６年までの４学級。諸事情で当

初より減りましたが、延べ20人余りのボランティ

アの方が支援して下さいました。

　ボランティアの皆さんが「筆で書く」ことにつ

いて生き生きと楽しそうに語られる様子から、

「筆で書くこと」を心から楽しんで取り組んでお

られるのが伝わってきました。そして、「子ども

時代は柔軟でどんどん上達できること」を話しな

がら、上達したところや頑張った姿を褒めて下さ

いました。地域の方からの激励は、嬉しく大きな

エネルギーになることと感じました。

　ボランティアさんも「子どもの上達は早い。楽

しかった」等と話しておられました。

　ある子は「まっすぐ筆を持ったらいいよ」と言

われたので、実際にしてみたら「上手に書けて嬉

しかった」と話

していました。

　最後にお願い

です。これから

も、日南小中学

校の教育活動支

援に力を貸して

下さい。

（お問い合わせ先）　

　コーディネーター携帯　080-5232-7712
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小学校の５年生と交流しました。レクリエーショ

ンをしたり、学校の中を案内したりと、４月から

最上級生となる５年生は、少しでも学校生活を

知ってもらおうと、年長児さんにやさしく、丁寧

に教えてあげていました。最初緊張していた年長

児さんも、徐々に緊張がほぐれ、笑顔で交流を楽

しんでいました。年長児さんは、小学校入学が一

段と楽しみになったことでしょう。

　今回の「ふれあい教室」・「体験入学」を通し

て、６年生も年長児さんも、中学生・小学生にな

るという意識と４月からの新しい学校生活への期

待感は高まったようです。あと２ヶ月、入学に向

けていろいろな準

備をしっかりとし

てほしいと思いま

す。入学式で立派

な姿が見られるこ

とを楽しみにして

います。



　白根早苗さん（茶屋）が、

人権擁護委員として法務局か

ら再委嘱されました。任期は

平成31年１月１日から３年

間です。人権擁護委員は、皆

さんからの人権相談を受け、

問題解決のお手伝いをしたり、

法務局の職員と協力して人権侵害による被害者の

救済をするなど、人権について関心を持ってもら

えるように啓発活動を行っています。

　白根さんの他に、山内紀代美さん（多里）、後

藤厚見さん（上石見）、入澤眞澄さん（矢戸）が

委員として活躍されています。

人権擁護委員に白根早苗さんが
再委嘱されました

　第23回農業高校対抗料理コンクール（主催：JA鳥取県中

央会など）で入賞した日野高校のメニューが「農家レストラ

ン・アメダス茶屋｣で提供されています｡

　提供されているのは、「椎茸ポタージュのポットパイ」

「リゾットのローストビーフ丼」「タルトタタンハニーホ

イップ添え」の３品で、どれも地元食材が使われています。

12月下旬に試食会がありメ

ニュー化されました。３品と

も、予約限定となっています。

ご注文の際は、事前にアメダス

茶屋にお問い合わせください｡

アメダス茶屋で
日野高生考案メニュー

１

１

まちの話題まちの話題
１

15

　町伝統芸能祭「日南の四季～音～」が町総合

文化センターさつきホールで開催されました。

今回は奥日野源流太鼓、多里と福栄のかしらう

ちなど６団体が伝統芸能を披露しました。また、

300年ぶりに復活した「元禄太鼓」がお披露目

され、初打ちも行われたほか、島根県益田市の

「今福座」がゲストとして登場し、プロの迫力

ある演奏が披露され訪れた観客を魅了しました。

300年ぶりに復活した
「元禄太鼓」もお披露目町畜産センターでの飼育開始

１

20
１

22

　　平成29年4月に美歎（みたに）牧場（鳥取市）が撤退し、

遊休施設化していた日南町畜産センター（印賀地内）ですが、

みらいグローバルファーム株式会社（本社：宮崎県都城市）の

進出が決定し、昨年

暮れから、改修され

た畜舎で母牛の飼育

が始まりました。本

年度中には、10～

12頭/月のペースで

育成仔牛の出荷も始

まる予定です。町の

新たな畜産振興と堆

肥センターと連携し

た良質な有機堆肥の

供給に期待が高まり

ます。

中村町長の就任を祝って贈呈
１

30

　杠一司さん(上萩山)が、

町長室を訪れ、中村町長の

就任を祝って名札・盃・フ

クロウの４点を贈呈しまし

た。杠さんは増原聡前町長

の就任時にも名札を贈呈さ

れており、中村町長にも喜

んでもらえればと今回も作成し贈呈されました｡

　名札は町産のヒノキで、盃は松で作られています。ふ

くろうには魔除けに使われ、縁起がいいとされる槐（え

んじゅ）の木が使用されています。中村町長は「町政へ

の勇気をいただいたし、合わせて責任を感じる。」と謝

辞を述べられました。

　｢野分の会｣（長谷川千明会長）が、昭和の文豪井

上靖の命日に行っている「井上靖碑前祭」が今年も

行われました。井上靖は、戦時中に神福の太田集落

に家族が疎開していたのが縁でこの地を訪れており、

「天体の植民地｣と名づけたことでも知られています｡

　碑前祭は、井上靖記念館「野分の館」にある文学

碑の前で行われ、

井上靖の好物だっ

た「塩ぼたもち」

を供え、参加者全

員で碑に刻まれた

詩を朗読し故人を

偲びました。
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井上靖を偲んで
１

29

アメダス茶屋
TEL82－1388

問



　石見地域振興センターで「交通安全と生活安全講

演会」が、石見まちづくり協議会・生活安全部（後

藤厚見部長）の主催で行われ、石見地域の住民約

60人が参加しました。

　講演会は黒坂警察署交通課と生活安全刑事課の署

員が講師となり、特殊

詐欺の手口や対処法、

あおり運転を受けたと

きの対処法などについ

ての話があり、参加し

た住民は熱心に聞いて

いました。

ごっこ遊び

外国人技能実習生について学ぶ

　全国的にも注目を集めてい

る外国人技能実習生制度につ

いての説明会が、町と町商工

会の共催で役場第２会議室を

会場に行われ、町内企業13社

が参加しました。説明会では、

名古屋市で15年間外国人の受け入れ機関として活動してき

た「九州ネット協同組合」代表理事のホルロー・ニャムバ

ヤル氏から最新の国の動き、受け入れ企業の負担などにつ

いての説明がり、町からは技能実習制度への補助策につい

て説明が行われました。また、質疑応答や意見交換が行わ

れ、参加した企業から積極的に質問や意見が出されました。

人権の花運動に感謝状
２

13
　今年度日南小学校

が取り組んだ人権の

花運動に対し、感謝

状が贈られました。

人権の花運動は、花

を協力して育てるこ

とで生命の尊さを実

感し、その中で豊かな心を育み、優しさと思いやりの心

を体得することを目的とした活動です。

　感謝状は米子人権委員協議会から贈られ、活動を記録

した写真パネルと記念品も贈られました。これに対し生

徒を代表して５年生の川部美澪さんが、「綺麗な花が

育ってよかったです。」と感謝を述べました。

野菜ソムリエ上級プロに
学ぶ料理教室

２

13
　「おかあさん、おとうさんのためのかんたん！お

いしい！たのしい！日南町の野菜を使った料理教

室」が町子育て支援センターで行われました。教室

は野菜ソムリエ上級プロの長島明子さんを講師に向

かえ、日南町の野菜を使ったれんこんごはんや小松

菜の煮浸しなど簡単だけど美味しいレシピ４つが紹

介されました。

　参加者は長島さん

の調理デモンスト

レーションのあと、

２つの班に分かれ実

際に作って試食し、

味わっていました｡

森あそびの会
２

11
１

23
１

30
２

１

　にちなん森遊びの会（代表：下本隆司さん（萩原））

が主催する「出立の森あそび～冬の巻～」が出立山キャ

ンプ場で行われました。今回が今年度最後ということも

あり、町内を中心に約30人の参加がありました。

　参加者は、雪に残った足跡などの野生動物の痕跡を探

索するアニマルトラッキングや、そり遊び、雪合戦など

雪遊びを満喫しました。また焚火で焼き芋もし、甘くて

美味しい焼き芋に舌鼓を打っていました。

9　  広報にちなん 31.3月

まちの話題まちの話題

　町内の各保育園で、園児が店員やお客になりきる

ごっこ遊びが行われました。

１
／
23
に
ち
な
ん
保
育
園

２
／
１
石
見
保
育
園

１
／
30
山
の
上
保
育
園

まち協主催の
交通・生活安全教室

２

２
２

７
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スポーツ

野球を始めたきっかけは

きっかけは、野球をしていた兄たちとのキャッチ
ボールでした。３年生のときに日南オールスター
ズに入団し、本格的に野球を始め、小学校のとき
から、今と同じ捕手をしていました。
オールスターズの団員が減っているのは聞いてい
て、寂しく思っています。

選手として見て欲しいところは

自分は捕手なので、まずはキャッチングを見ても
らいたいです。
バッティングでもチームに貢献できる打撃ができ
るように頑張るので、バッティングも見てもらえ
たらと思っています。

プロフィール

平成14年　日南町に生まれる

小学3年生のときに日南オールスターズに入団。

平成30年　米子東高校に入学

秋季鳥取県大会で準優勝。秋季中国地区大会でも準優勝し、23年

ぶりに「第91回選抜高校野球大会」（平成31年3月23日開幕）の

出場が決まった。長尾さんは、主に捕手として出場。キャッチン

グと送球の正確さが強みで、打っても5番を任された。

現在は、米子市内で下宿生活をしながら学校生活を送っている。

一番は、自分の成長した姿を地域の方、今までお世話に
なった方に見せたいです。それが、チームの勝ちにも繋が
れば良いと思います。
チームとしては、校歌を歌うことが目標です。紙本監督に
は｢どことやっても負ける要素はない。｣と言われています。
監督の言葉を信じて戦いますので、応援よろしくお願いします｡

甲子園での意気込みは

出場が決まったときは素直に嬉しかったです。23年ぶりと
いう歳月は、正直ピンと来ないですが、地域の方が喜んで
くださり、嬉しかったです。
日南町に帰ったときも、たくさん声をかけてくださり、甲
子園に出ることへの反応の大きさに驚いています。

甲子園出場が決まった

がんばる！
　にちなんびと 長尾　駿弥さん（米子東高校硬式野球部）

ながお しゅんや

 広報にちなん 31.3月　  10

日南オールスターズ／

日南オールスターズ北垣監督にお話しを聞きました

現在、生徒は６年生が４
人、２年生が２人です。
郡の日野ユナイテッドス
ターズは20人弱で活動し
ています。
練習は、平日は各町の
チームで行い、週末に合
同で練習をしています。
近年は子どもの減少など
の影響で、日南町や日野
郡だけでなく全体的に野
球をする子どもが減って
きています｡

■現在の活動について
練習は厳しいし、きつい
と思います。勝利至上主
義ではないですが、負け
から何か学ぶには、まず
は勝ちを知ることが必要
だと思います。
生徒は中学校、高校と野
球を続けるとは限りませ
ん。いろんなスポーツに
進んだとしても、やって
いけるようにトレーニン
グをするように気を配っ
ています｡

■練習は厳しい

長尾さんはもともとセン
スがあり、3拍子そろっ
た選手で、黙々と練習を
こなし努力をする子ども
でした。
今の6年生は学年が離れ
ているので、あまり関わ
りは少なかったですが、
一緒にやっていましたし、
甲子園に応援に行くこと
にしています。

■OBの長尾さんが
　甲子園に出場

今後、劇的に部員数が増
えるとは、正直思ってい
ません。
しかし、今回長尾さんが
甲子園に出ることがひと
つのきっかけになってほ
しいです。部員は随時募
集しているので、興味の
ある方はお問い合わせく
ださい。

■今回がきっかけに
　なれば

平成21年小学校統合にあわせ現在のチームが誕生｡
町内唯一の野球スポーツ少年団として活動してきたが、部員の
減少により現在は日野郡合同チーム「日野ユナイテッドスター
ズ」として活動し、県内外の大会で活躍している。

日南オールスターズ

第15回中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会

阿波おどりカップ全国学童軟式野球大会2018

第25回記念西日本学童軟式野球大会

【平成30年度に出場した上位大会】

町教育委員会　　　TEL　82-1118問

OB
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雪
が
と
け
る
と
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
の
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
！
と
い
う
話
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
何
度
か
し
て
き
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
冬
の
間
に

倒
木
や
農
地
に
侵
入
し
た
イ
ノ

シ
シ
な
ど
に
よ
っ
て
破
損
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

今
回
は
点
検
ポ
イ
ン
ト
と
コ
ツ

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

【
点
検
ポ
イ
ン
ト
】

１
．
柵
の
縦
線
が
山
側
か
？

２
．
柵
の
間
隔
が
狭
い
方
が
下

　
　
側
か
？

３
．
柵
が
地
面
に
刺
さ
っ
て
い

　
　
る
か
？

４
．
支
柱
は
柵
１
枚
に
つ
き
３

　
　
本
か
？

５
．
結
束
は
上
中
下
の
３
ヶ
所

　
　
あ
る
か
？

　
特
に
５
番
目
の
支
柱
と
の
結

束
は
、
経
年
劣
化
で
切
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

要
注
意
で
す
。
ま
た
一
番
下
の

結
束
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
攻
め
ら

れ
る
場
所
な
の
で
、
柵
の
横
線

１
段
目
で
締
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
点
検
の
コ
ツ
】　
　

１
．
指
さ
し
目
視
確
認

　
柵
が
立
っ
て
い
る
か
？
で

は
な
く
、
前
述
の
ポ
イ
ン
ト

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
下

さ
い
。

２
．
下
部
足
蹴
り
確
認

 

　
柵
の
下
部
を
蹴
っ
た
時
に
、

揺
れ
や
振
動
が
あ
れ
ば
、
地

面
に
刺
せ
て
い
な
い
・
下
部

の
腐
食
・
獣
に
よ
る
持
上
げ

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
．
上
部
揺
さ
ぶ
り
確
認

　
揺
す
っ
た
時
に
４
〜
５
枚

先
ま
で
揺
れ
が
伝
わ
る
よ
う

だ
と
、
結
束
が
ゆ
る
い
・
支

柱
の
穴
の
広
が
り
・
地
面
の

軟
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
っ
か
り
確
認
し
て
、
イ

ノ
シ
シ
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

獣害対策
最前線

雪がとけたら
総点検！

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399
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水道メーター検針員の募集募集

□

鳥取県後期高齢者医療懇話会委員の募集について募集

□ □

日南町環境フォーラム開催のお知らせ催し

□
□
□

□

今年度冬の各スポーツ大会の結果をお知らせします。お知らせ

町卓球大会

町インドアテニス大会　

町バドミントン大会　

町小・中学校バドミントン交流大会　

□

SNSを活用した情報発信力強化セミナー催し

＜第１回　SNSを活用しよう！あなたは世界でたった一人の記者です＞
□
□
【おすすめの方】

＜第2回　共感を生み、応援される魅力発信をしよう！＞
□
□

【おすすめの方】

＜第3回　投稿を見た瞬間いいね！したくなる写真の撮り方＞
□
□

【おすすめの方】

□

□



おとなの風しん予防接種費用助成を行っていますお知らせ

□

13　  広報にちなん 31.3月 □ □ □ □ □ □ □

国税専門官募集募集

司法書士による「無料法律相談会」お知らせ

□
□
□

□

２月号子育て支援センター通信に誤りがありました。お詫び

『とっとりＮＯＷ』120号 好評発売中！お知らせ

□

ごみの捨て方～有害ごみ編～お願い

□



左手の３本の指を横に伸
ばし数字「３」を表す
右手の親指と人差し指を
つけて離す

右手のこぶしを口に
あて、咳をするしぐ
さをする

指文字「い」を表
し、口にあて咳をす
るしぐさをする

 広報にちなん 31.3月　  14

自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

第
三
回

　親
守
詩
鳥
取
県
大
会

あ
っ
た
か
い
風
呂
と
あ
っ
た
か
い
布
団
の
中
の
幸
せ

　
　茶
　
屋
　
木
山
　
輝
子

ま
た
歩
こ
う
心
に
決
め
て
杖
に
ぎ
る

　
　
　
　

  

　神
戸
上
　
柴
田
　
篤
子

一
人
暮
し
に
慣
れ
た
は
ず
冬
に
冬
の
心
構
え

　

 

　
茶
　
屋
　
小
林
　
道
子

何
の
相
談
か
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
カ
ラ
ス
が
九
羽

　

  

茶
　
屋
　
長
谷
川
由
美
子

嫁
い
で
半
世
紀
、
悲
し
ん
だ
事
も
良
い
事
も

　
  

　茶
　
屋
　
岸
本
　
治
枝

貴
男
ら
し
か
っ
た
句
風
途
絶
え
て
師
走
の
雨

　  
茶
　
屋
　
藤
原
　
寿
郎

銀
杏
の
葉
散
り
敷
つ
め
た
黄
色

　
　
　
　
　
　
　

 

生
　
山
　
弓
場
　
里
恵

継
続
を
決
め
三
年
満
期
に
生
き
る
望
み

　
　
　
　

  

生
　
山
　
渡
辺
　
圭
子

生
け
花
夢
中
で
魚
は
黒
焦
げ

　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

印
　
賀
　
久
代
　
幹
子

予
約
診
療
終
え
暫
く
は
安
心
の
冬
ご
も
り

　

   

　
　茶
　
屋
　
木
山
　
操
子

老
人
会
心
尽
し
の
注
連
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

神
戸
上
　
笹
間
　
玲
子

初
電
話
時
差
八
時
間
声
近
し

　
　
　
　
　
　
　

  

　宮
　
内
　
田
辺
登
志
美

卒
寿
迎
う
今
朝
開
き
み
す
福
寿
草

　
　
　
　

  

　
　豊
　
栄
　
花
倉
美
佐
子

護
摩
法
要
心
経
と
も
に
初
祈
願

　
　
　
　
　
　
　

  

宮
　
内
　
木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

新
し
き
下
駄
を
抱
き
て
雪
解
け
を

　
　
　待
っ
た
「
昔
」
の
旧
の
正
月

宝
谷
　
横
谷
　
秀
子

孫
の
為
ボ
リ
ュ
ー
ム
し
ぼ
り
テ
レ
ビ
観
る

　

　
　
　佳
境
に
入
り
ぬ
受
験
勉
強

下
石
見
　
浅
川
　
三
郎

黄
金
の
こ
こ
ろ
ほ
の
ぼ
の
福
寿
草

　
　
　早
春
の
一
筆
あ
な
た
に
贈
る

阿
毘
縁
　
木
村
　
民
子

逝
き
し
友
見
送
る
朝
に
丸
き
背
の

　
　
　
　
　母
凛
と
立
つ
寒
中
の
庭

　
霞
　
　
岸
　
　
尚
子

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

入
賞
作
品
（
作
文
・
詩
の
部
）

■
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
南
中
学
校
３
年
　
福
田
　
柚
月

　お
母
さ
ん
の
と
び
っ
き
り
お
い
し
い
ご
飯
を
家
族
で
食
べ

る
の
が
私
の
大
好
き
な
時
間
だ
よ
。
お
母
さ
ん
の
料
理
だ
け

で
も
お
い
し
い
け
ど
、
家
族
み
ん
な
の
今
日
お
き
た
こ
と
を

聞
き
な
が
ら
食
べ
る
の
は
も
っ
と
お
い
し
い
よ
。
だ
け
ど
お

父
さ
ん
が
い
な
い
時
、
本
当
に
時
々
だ
け
ど
料
理
が
雑
に
な

る
の
は
小
さ
い
頃
か
ら
変
わ
ら
な
い
ね
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
も

大
好
き
。

■
家
族
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
南
中
学
校
３
年
　
石
川
　
冬
華

　い
つ
も
家
族
に
た
く
さ
ん
笑
顔
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
時
に
は
つ
ら
い
こ
と
も

あ
っ
た
り
し
て
心
配
さ
せ
た
り
、
不
安
に
さ
せ
た
り
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
け
ど
こ
れ
か
ら
も
す
え
長
く
よ
ろ
し
く

ね
。
本
当
に
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
子
で
良
か
っ
た
と
思

う
。
み
ん
な
で
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
咲
か
せ
よ

う
ね
。

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　３
月
10
日(

日)

、
３
月
24
日(

日)

　時

　間

　14
時
〜
15
時
30
分

　場

　所

　文
化
セ
ン
タ
ー 

第
３
研
修
室

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

３
月
の
日
程

指文字「い」

し

め

じ

さ

そ
つ
じ
ゅ

ご

ま

は

る

む
か

「
３
月
」

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

「
風
邪
」

か

　ぜ



（平成31年１月16日～平成31年２月15日受付分）

平成31年１月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 2,044 （−  3）  ■人 口  4,603 （− 12）
■    男 2,163 （ −  8）  ■    女  2,440 （−  4）
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　旧暦の24節気があります。春・夏・秋・冬と季節
を分け、さらにそれぞれを６つに分けたものです｡今
頃は「雨水」と言われ、2月19日頃からとされていま
す。雪が雨に変わる頃としてうたわれて春の訪れの
始まりの時期と私は解釈しています。

　しかし今年はどうでしょうか。降雪がありません。日南町ら
しくありません。先輩諸氏に聞いても「こんな年は初めての経
験だ。」という声を聞きます。そして、誰もが「後が怖い。夏
に水がなく心配だ。」そんな不安視する声が続きます。確かに
私自身も同じように感じています。とは言いながらまだまだ寒
さは続きます。ご自愛ください。
　先日、西部地区町村教育研究大会に出席しました。その講演
で都会の大学を卒業してきた若者の発表がありました。益田市
の教育委員会に勤めている方で、テーマは「対話を核に、人を
つなぐ」でありました。育てたい子ども像としてひとつは「益
田への愛着を持ち、益田への貢献の思いを持つ」という目的が
あり、一度は外に出たとしても、将来「益田を選ぶ種まき」を
市民との出会いを大切にする取り組み事例の紹介でした。
　本町においても同様な思いはあります。活動の継続が必要と
感じています。しかしながら地方の持続には、必要な活動と改
めて感じるとともに「時代の変化に対する考え方」を、私自身
が変革しなければと思いました。

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　    年　齢　　　　     住　所

田　邊　仲　代 　 101歳　　　  福　塚

高　橋　艶　子 　   93歳　　　  湯　河

伊　田　美　園 　   89歳　　　  　霞

古　都　民　代 　   95歳　　　  印　賀

湯　川　　　幸 　   91歳　　　  萩　原

石　倉　政　雄 　   97歳　　　  上石見

德　尾　和　宏 　   64歳　　　  花　口

石　橋　　　勇 　   85歳　　　  阿毘縁

坪　倉　　　都 　   87歳　　　  茶　屋

氏　　名　　       　　届  出  人　　　      住　所 

片　岡　奏　太　   興　三　　　三　吉

ご誕生おめでとうございます

たそう
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　自然薯屋おおえ（㈲大柄組：代表取締役　大柄司さん）の「自然薯スイー

ツ第1弾」として販売されてきた、自然薯バームクーヘンのパッケージがリ

ニューアルされました。

　新しいパッケージは、自然薯プリンのパッケージと統一感を持たせた、爽

やかなイメージに。中もバームクーヘンの色に合わせて茶色を基調にした高

級感あるパッケージになりました。これまで袋に入っていたむかごジャムも

瓶詰めに変わり、高級感がアップしただけでなく保存しやすくなりました。

　3月には新商品も登場予定。新商品とともに、これまでの「しっとり」

「もっちり」した味わいそのままに装いを新たにした「自然薯バームクーヘ

ン」はいかがですか。

自然薯屋おおえ

自然薯バームクーヘン(むかごジャム付)

「高級感あるパッケージにリニューアル」

町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　日当たりの良い草地や畦に自生する多年生
草本。長くて白い毛が全体に生える。高さ
10cm位で開花し、花が終わった後にさらに
伸びて高さ40cm程度になる。
　花期は4～5月。日南町内には数箇所の自生
地があり、生育数は鳥取県内で最も多い。圃
状整備などで激減した。
　保護するためには、明るい草地の維持、盗
掘対策が重要。

オキナグサ（キンポウゲ科)

投
稿
者
：
た
な
か

時

　期
：
１
月
20
日

撮
影
場
所
：
文
化
セ
ン
タ
ー
舞
台
裏

『
猿
田
彦

　多
里
と
福
栄
』

日
南
の
四
季
出
演
時
に
撮
影
し
ま
し
た
。

奇
跡
の
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ラ
ボ…

！

平成29年12月19日生まれ

　（父）聡さん  （母）愛さん

土山　朝姫 ちゃん【 福寿実 】
あさひつちやま

「
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
」

　おままごとをしたり、絵本を読むことが好きな朝

姫ちゃん。動きが活発になり、部屋中色んなところ

に移動して遊んでいます。お兄ちゃんが一緒だと、

遊びももっと楽しいようです。最近は、「来て」や

「取って」などの言葉を理解し始めました。

　「元気で活発に兄弟仲良くしてほしいな」とお母

さん。

今月の 1枚 Vol.22

日南町特産品

自然薯屋おおえ TEL 82－0859問


